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十勝農業関連主要記事見出し一覧

▽ 畑　　作

▽

 3/10 農業Ｇ　ジャガイモ施肥　見直し提言　帯畜大

とカルビー　共同研究

10/ 9 種子条例　素案が完成　小麦やインゲンも対象　

道が15項目

10/20 農業Ｇ　道産小麦は全量が落札　19年産入札結

果

10/24 ビート収量15％減　十勝の道内一は維持　18年

産見込み　寒暖差大で糖度期待

11/ 9 小麦３割減17万トン　品質は良く　ホクレン取

り扱い　管内18年産

11/22 ビート糖度　17％台維持か　農家収入確保へ　

２年連続　収量も予測上回る見込み

12/ 5 小麦１等比率80％割れ　低温多雨などで　２年

ぶり道産

 

▽ 酪　　農
▽

 1/14 搾乳ロボ導入　十勝が最多　道内36％占める　

道の調査

 3/ 8 十勝高島牧場が完成　池田初メガファーム　ホ

クレン・ＪＡ出資

 3/17 不妊ばん馬に検診　生産性向上へ　農協連や帯

畜大

 4/18 大樹　生乳生産10万トン　管内ＪＡで４番目に

達成　17年度

 4/24 士幌、酪農ヘルパー最多　町事業組合20人体制

に　今年度、道外５人を採用

 9/25 生乳廃棄　新制度で補償へ　自然災害を対象に　

国が資金支援

10/27 農業Ｇ　生乳生産量　道内0.6％増　地震影響

は限定的　Ｊミルク　18年度予想

11/ 7 ＪＡ取扱高　3000億円超へ　２年連続、畜産が

堅調　管内18年産

11/24 農業Ｇ　生乳生産　十勝は微増へ　19年度意向

数量　地震で打撃も

 

▽ 技術開発

▽

 1/30 小豆新品種を試験　「紫さやか」あんに　バイオ

テック　芽室

 4/12 組合員に電力販売 町内で発電、住宅にも ＪＡ

士幌町

 7/21 農機通信　国産初の国際認証　農業情報設計社

（帯広）と農研機構　ＩＳＯＢＵＳ

 8/ 9 ワイナリー設立目指し始動　同友会の活動継承　

トカチガウワイン研究会

 8/10 ＩＳＯＢＵＳ団体発足　普及へ29社参加　農機

国際通信規格

10/ 6 ＡＩ農場に高い関心　全国の生産者、研究者ら　

更別、鹿追でツアー

10/15 スマート農業　協議会始動　更別　規制の枠超

え無人化実証へ

10/19 農機自動操舵　安価に　官民ファンドなど２億

円出資　帯広の農業情報設計社

10/28 新型農業ドローン開発　音更の畑で試験　ガソ

リンで飛行時間増

 

▽ 農業団体

▽

 3/ 7 ＪＡかわにし　17年産生産額206億円　畑作好

調で過去最高

 3/10 ＪＡ豊頃町　選別貯蔵施設が完成　種イモを安

定供給

 3/17 ＪＡ十勝清水町　小豆茶など売り込み　東京で

 3/24 ＪＡめむろ　22年に粗生産額314億円　第８次

計画策定

 4/ 4 ＪＡ豊頃町　営農部を新設

 4/10 ＪＡ中札内村　17年度粗生産高　最多138億円　

ビート、枝豆が最高

 4/21 ＪＡ新得町　17年度販売高が過去最高185億円

 4/22 ＪＡ十勝高島　17年度農畜産販売額が初の30億

円超

 4/22 ＪＡひろお　17年度総生産額が過去最高76億円

 4/22 ＪＡあしょろ　17年度農畜産販売額は５％増89

億円

 5/15 ＪＡ帯広大正　17年度取扱高が過去最高　ビー

ト、豆伸び154億円

 5/20 ＪＡ豊頃町　17年度販売高過去最高　畑作生産

８割増　昨年度129億円

 5/21 ＪＡさらべつ　17年度販売高最高　農産物が73

％増　昨年度140億5200万円

 5/23 ＪＡさつない　17年度支払高過去最高　９％増

の41億円

 5/23 ＪＡ幕別町　17年度総生産高　過去最高の156

億円

 5/26 ＪＡ鹿追町　販売高　過去最高の217億円　畑

作豊作、生乳11万トン超

 5/31 ＪＡ大樹町　17年度販売高　過去最高の132億

円

 6/ 6 ＪＡおとふけ　17年度総生産額が過去最多　
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